
第９期高齢者プラン（素案）への
主な意見の概要および区の考え方

パブリックコメントの実施結果について、主な内容をお知らせします。
［募集期間］令和５年12月５日～25日（21日間）
［意見総数］17人（33件）

　第９期プランでは、第８期プランにおいて地域包括ケアシステムの５本柱に沿って設定した５つの基本方針を承継しつつ、団塊
の世代が全員75歳以上となる令和７年（2025年）を迎えること、また、高齢者人口がピークを迎える令和22年（2040年）を見
通すと、85歳以上人口が急増し、医療・介護双方のニーズを有する高齢者等さまざまなニーズのある要介護高齢者が増加する一
方、生産年齢人口が減少すること等を見据えた施策等を検討・推進し、誰もが安心して住み続けることができる地域社会の実現を
目指します。 福祉推進課管理係　☎内線２６１１問合せ
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地域の連携と支援により、安心して
住み続けることができるまち　あらかわ

基本目標

基本方針と施策の方向

基本方針３ 介護サービスの充実

施策の方向 ●介護人材の確保・定着・育成の強化
●介護サービス基盤の整備　●介護者への支援

重 点 事 業 ●介護サービス事業者における人材の確保・定着支援
●区立特別養護老人ホームの管理運営　●ケアラーへの支援

基本方針４ 高齢者の住まいの確保

施策の方向 ●住まいへの支援　●住まいの確保　●バリアフリー化の促進

重 点 事 業
●民間賃貸住宅の入居等の支援
●高齢者・重度要介護者の防災対策
●民間主導による高齢者向け住宅の整備支援

基本方針５ 在宅医療・介護・福祉の連携推進

施策の方向 ●在宅医療と介護の連携
●地域包括支援センターの機能の充実　●尊厳ある生活の支援

重 点 事 業 ●医療と福祉の連携推進事業　●地域包括支援センター事業
●高齢者虐待対策事業　●成年後見事業

基本方針２ 介護予防と健康づくりの推進

施策の方向
●健康づくりの推進
●効果的な介護予防の推進
●認知症と共生する地域づくりと予防

重 点 事 業

● 荒川ころばん・せらばん・あらみん体操（荒川
区健康づくり体操）

●荒川ころばん体操リーダー養成・支援
●介護予防・生活支援サービス事業
●認知症に関する普及啓発・予防・個別支援

基本方針１ 高齢者の社会参加の促進と
地域共生社会実現への取り組み

施策の方向
●就労・生涯学習の推進
●地域活動へ向けた場づくりの支援
●地域ぐるみのみまもり・支援体制の強化

重 点 事 業
●ふれあい粋

い き

・活
い き

サロン補助事業
●地域パートナー団体、担い手の育成・支援
●高齢者みまもりネットワーク事業

生活支援 介護 住まい

第９期プランの施策の推進

　老人福祉センターのように、参加できる
通いの場を近くにもっと増やしてほしい。

意見の概要
　認知症当事者を尊重し、「徘徊」と
いう言葉の使い方を配慮してほしい。

意見の概要
　都市型軽費老人ホームについて周知広報してほし
い。

意見の概要

すでに記載
プランへの反映

修正追記
プランへの反映

すでに記載
プランへの反映

　高齢者の皆様が地域の身近な場所に通え
る場、憩える場の必要性を認識しており、
今後も高齢者向けのサロンの充実、ふれあ
い館における高齢者向け事業の拡充を図っ
てまいります。

区の考え方
　認知症本人や家族に配慮し、徘徊と
いう言葉をほかの言葉で置き換えてい
ます。

区の考え方
　65歳以上の方がいる世帯に戸別配布している
「まるごとシニアガイド」に、都市型軽費老人ホー
ムについて対象者や区内施設一覧を掲載していると
ころです。引き続き、多くの方が選択肢の１つとし
て検討できるよう、普及啓発に努めてまいります。

区の考え方
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保険者数および認定者数の推計被

　国の指針や介護保険制度の改正、第８期計画の実績等を踏まえて、令和６～８年度の介護保険事業運営に必要なサービス量や
保険給付費等を推計しています。 介護保険課介護給付係　☎内線２４３１問合せ

被保険者数（推計）図１
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令和７年度 77,300 20,220 126,656
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29,136

令和６年度 76,830 20,926 126,41528,659

要支援・要介護認定者数（推計）図２
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1,397 1,283 2,235 1,626 1,278 1,452 931令和８年度 10,202
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第９期荒川区介護保険事業計画の策定

護給付適正化の取り組み介
　介護給付適正化の取り組みを進めることで、介護サー
ビスを必要とする方を適切に認定し、認定を受けた方が
必要とする過不足のないサービスを事業者が適切に提供
するよう促します。区では、介護給付適正化について、
平成20年度から開始しており、第９期計画においても
以下３事業の取り組みを推進していきます。

　要介護認定に係る適正な調査、介護認定審査会にお
ける公正な審査判定を実施し、適切かつ公平な要介護
認定の確保を図ります。

●要介護認定の適正化
　提供されたサービスの整合性、算定回数・算定日数等の点検を行い、請
求内容の誤り等を早期に発見します。また、受給者の入院情報と介護給付
情報を突合し、医療と介護の重複請求等の請求誤りの是正を図ります。

●医療情報との突合・縦覧点検

　ケアマネジャーが作成するケアプランについて、区職員等の第三者が点
検および支援を行い、真に必要とするサービスが提供されるよう改善しま
す。
　また、住宅改修予定の方のご自宅の状況等の確認を行うことで、不適切
または不要な改修を防止するほか、適切な福祉用具の利用を進めます。

●ケアプラン等の点検

護保険サービスの推計介

　居宅サービスにおける各サービスの保険給付
の実績は全体的に横ばいまたは増加傾向で推移
していますが、特に「訪問看護」や「居宅療養
管理指導」等の医療ニーズに対応したサービス
は大きく増加しており、第９期計画においても
増加する見込みです。

●居宅サービス

0 （円）50億 100億 150億 200億 250億

介護保険事業費（推計）図３
第９期計画

185億8020万円令和６年度
193億8375万円令和７年度
200億2145万円令和８年度

　施設サービスの保険給付の実績は、特別養護老人ホームおよび介護老人保健施
設がおおむね横ばいで推移しており、介護医療院が増加傾向となっています。第
９期計画では、実績等を踏まえ、増加傾向と見込んでいます。

●施設サービス

　65歳以上の方（第１号被保険者数）の減少や要介護等認定者数の増加に伴
い、介護保険事業に係る費用は増加する見込みです（図３）。

●介護保険事業費

　地域包括支援センターの体制整備や生活支援コーディネーターの配置等によ
り、地域支援事業の実績はおおむね増加傾向となっています。第９期計画では、
認知症基本法の制定を踏まえ、認知症施策推進計画を策定するとともに、認知症
の普及啓発や早期発見にむけた対応を推進していきます。

●地域支援事業

　65歳以上の方（第１号被保険
者数）は減少傾向で推移し、40
～64歳の方（第２号被保険者
数）はおおむね増加傾向で推移す
る見込みです。また、65歳以上
の方のうち、75歳以上の後期高
齢者数については、増加していく
見込みです（図１）。

●被保険者数の推計

　要介護等認定者数は、増加傾向
で推移する見込みです（図２）。

●要支援・要介護認定者数の
　推計

　地域密着型サービスのうち、「定期巡回・随
時対応型訪問介護看護」※１、「看護小規模多機
能型居宅介護」※２および「地域密着型介護老人
福祉施設入所者生活介護」※３は、特に計画的に
整備を進める必要があるため、本計画において
整備目標数を定めて、整備を進めていきます。

●地域密着型サービス

※１  介護職員と看護師の定期的な訪問を受けられるサ
ービス

※２  利用者の状況に合わせて、「通い」・「訪問」（介護
と看護）・「泊まり」を柔軟に受けられるサービス

※３ 定員29人以下の小規模な特別養護老人ホーム
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